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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
６

９
回

 

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
(( ((
持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
→→ →→
太
古

太
古

太
古

太
古
ノノ ノノ
辻辻 辻辻
)) ))
のの のの
点
検

点
検

点
検

点
検
巡
視

巡
視

巡
視

巡
視
とと とと
天
狗
山
迄

天
狗
山
迄

天
狗
山
迄

天
狗
山
迄
のの のの
笹
刈

笹
刈

笹
刈

笹
刈
りり りり
    

    
    

◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

０
４

月
０

７
日

(
土

)
～

０
８

日
(
日

)
 

 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

児
嶋

道
夫

。
生

熊
敏

男
(
７

日
；

車
回

送
)
 

 
 

 
８８ ８８
日日 日日
のの のの
笹
刈

笹
刈

笹
刈

笹
刈
りり りり
班班 班班
；； ；；
沖

﨑
吉

信
、

濱
野

兼
吉

、
生

熊
千

満
子

、
 

竹
中

卓
治

、
山

口
泰

宏
、
梶

野
照

雄
、
辻

 
正

博
、
大

門
健

一
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

計
１

０
名

+
協

力
者

１
名

。
 

 

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
→→ →→
太
古

太
古

太
古

太
古
ノノ ノノ
辻
間

辻
間

辻
間

辻
間
のの のの
点
検
巡
班

点
検
巡
班

点
検
巡
班

点
検
巡
班
    

４４ ４４
月月 月月
０
７

０
７

０
７

０
７
日日 日日
(( ((
土土 土土
)) )) 

曇
り
時

々
晴

。
    

    
    
池

郷
林
道

は
、
５

月
下

旬
迄

？
全

面
通

行
止

め
と

の
こ

と
。
白

谷
林

道
は

、

３
日

に
村

吉
さ

ん
が

非
常

食
・

救
急

箱
の

補
給

に
持

経
宿

に
行

か
れ

た
際

、

上
部

の
路

面
は

前
回

(
3
/
1
1
)
よ

り
荒

れ
て

い
る

と
の

情
報

連
絡

が
あ

る
。

 

 
 

５
日

に
行

事
担

当
者

に
確

認
す

る
と

、
参

加
予

定
者

が
１

名
取

り
止

め
に

な
り

川
島

だ
け

と
の

事
、

前
鬼

か
ら

の
笹

刈
り

班
に

合
流

す
る

し
か

な
い

。
 

そ
の

後
、

児
嶋

さ
ん

か
ら

参
加

す
る

と
の

連
絡

が
あ

る
が

、
白

谷
林

道
か

ら
持

経
宿

に
送

っ
て

く
れ

る
車

と
運

転
手

が
無

い
旨

を
伝

え
る

と
、

点
検

巡

視
す

る
必

要
が

あ
る

だ
ろ

う
と

強
い

熱
意

に
よ

り
、

児
嶋

さ
ん

の
１

屯
ト

ラ

ッ
ク

提
供

と
生

熊
さ

ん
に

運
転

手
を

打
診

す
る

と
、

了
承

と
の

こ
と

で
実

施

す
る

事
に

な
っ

た
。

 

 
６

日
の

夜
半

に
低

気
圧

と
前

線
通

過
後

、
一

時
的

に
冬

型
気

圧
配

置
に

な

り
、
上

空
1
,
5
0
0
m
マ

イ
ナ

ス
３

℃
の

寒
気

団
が

南
下

す
る

と
の

事
、
南

奥
駈

の
山

々
も

一
時

的
に

雪
時

雨
が

予
想

さ
れ

、
川

島
は

革
靴

・
ヒ

ー
ト

テ
ッ

ク

長
袖

シ
ャ

ツ
・

タ
イ

ツ
、

児
嶋

さ
ん

は
羽

毛
上

下
イ

ン
ナ

ー
を

着
用

す
る

。
 

 
児

嶋
さ

ん
の

運
転

で
(
川

島
・

生
熊

同
乗

)
１

３
時

に
新

宮
を

発
ち

、
上

葛

川
経

由
で

国
道

４
２

５
号

線
へ

。
２

１
世
紀

の
森

の
桜

は
、
葉
桜

に
近

い
が

シ
ャ

ク
ナ
ゲ

が
咲
き
始

め
て

い
る

。
こ

の
低

気
圧

通
過

前
は

、
初
夏

の
様

な

日
々

が
続

い
た

の
で

、
木

々
の
芽
吹
き

も
早

く
な

っ
て

い
る

。
 

１
４

時
半

に
白

谷
林

道
ゲ

ー
ト

に
到

着
し

林
道

を
辿

る
。

低
気

圧
通

過
に

伴
う

雨
量

は
少

な
か

っ
た
様

で
落
石

も
少

な
く

、
む

し
ろ

前
回

(
3
/
1
1
)
よ

り
、

森
林
管
理

事
務
所

の
方

が
手
入

に
走

行
さ

れ
た

気
配

が
あ

る
。

だ
が

路
面

は

凹
凸

が
多

く
荒

れ
て
お

り
、
普

通
乗

用
車

の
走

行
は
難
儀

す
る

だ
ろ

う
。

 

８
㎞
地

点
を

過
ぎ

、
支

谷
の
水

が
路

面
に

流
れ

て
荒

れ
た
坂

道
は

、
ト

ラ

ッ
ク

に
荷

が
無

い
と

後
輪

が
ス
リ

ッ
プ

す
る

事
か

ら
少

し
加
速

し
て

通
過

し

た
が

、
倒
木

が
支
障

に
な

り
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
切
除

。
動
き
出

す
と

空
回

り
す

る
状
態

に
な

り
、
児

嶋
さ

ん
パ

ン
ク

か
も

し
れ

な
い

と
止

め
て

確
認

す
る

と
、

左
前
輪

が
パ

ン
ク

し
て

い
る

。
約

３
０
分

で
取
替

え
て

持
経

宿
に

１
５

時
４

０
分

に
到

着
し

た
。

こ
の
間

に
落
石

を
除

け
た

の
は

３
回
位

で
あ

っ
た

。
 

生
熊

さ
ん
休
憩

も
せ
ず

に
、
馴

れ
な

い
ト

ラ
ッ

ク
を

運
転

し
て
帰

新
。

持

経
宿

は
携
帯

が
繋

が
ら

な
い

の
で

、
無

事
帰

新
を
祈

る
の
み

で
あ

る
。

 

 
 

 

通
行

支
障

の
倒

木
切

除
 

 
 

左
前

輪
パ

ン
ク

 
 

 
生

熊
さ

ん
ト

ラ
ッ

ク
回

送
 

 

持
経

宿
は

、
風

が
強

く
一
次

的
に

時
雨

が
あ

る
。
小
屋
内

に
は

、
村

吉
さ

ん
が

３
日

に
補

給
し

た
２

０
Ｌ
コ

ッ
ク
付
き
ポ
リ

タ
ン

ク
２
個

が
満
杯

で
あ

り
、
お
陰

で
水

を
汲
み

に
行

く
手
間

が
省

け
た

。
 

先
般

、
池

郷
林

道
を

池
原

へ
下

山
し

た
登

山
客

が
、
工

事
箇
所

は
通

行
不

可
と
言
わ

れ
、
何

と
か
頼
み
込

ん
で

通
過

し
た

と
の

情
報

が
あ

り
、
三
叉

路

に
「

池
郷

林
道

 
人

・
車

と
も

通
行
不
可
」

の
黒

・
赤

マ
ジ

ッ
ク
描
き

の
標

識
を

急
遽
設

置
し

た
。

 

宿
内
温
度

７
℃

。
ス

ト
ー
ブ

を
炊

く
が

、
吸
引

が
悪

い
様

で
煙

が
宿
内

に
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少
し
漂

う
。
焚

口
の
延

長
と
隙
間
詰

め
及
び
煙
突

を
掃
除

す
る

必
要

が
あ

る
。
 

ス
ト

ー
ブ

の
上

に
置

い
た
ヤ
カ

ン
の
水

が
沸
き

、
か

ら
揚
げ
弁

当
・
カ

ッ

プ
麺

と
魚
肉
ソ

ー
セ
ジ

、
筍

・
鶏
肉

・
油
揚
げ

の
煮
物

、
わ

け
ぎ
ヌ

タ
、
お

か
き

を
肴

に
ビ

ー
ル

を
飲
み
夕

食
。
二
人

と
も

下
戸

で
あ

り
、
ビ

ー
ル

３
本

で
酔

い
が
ま
わ

り
、
二
人

の
会
話

が
は
ず
ま
ず

１
９

時
半

過
ぎ

に
就
寝

。
 

１
８

時
頃

か
ら

雪
が
降

り
出

し
、
夜

中
１

時
頃

に
は

白
く
積

も
っ

て
い

た
。

児
嶋

さ
ん
焚

口
に
寝

る
場
所

を
変

え
て

、
一
晩

中
薪
を

補
充

し
て

下
さ

る
。
 

 
 

 
 

 

 
 

「
通

行
不

可
」

標
識

設
置
 

 
到

着
時

の
持

経
宿

 
 

 
朝

・
う

っ
す

ら
積

雪
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
    

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

新
宮

1
3
:
0
0
→

1
4
:
3
0
白

谷
林

道
ゲ

ー
ト
→

1
5
:
0
0
約
8
.
5
㎞
パ

ン
ク

1
5
:
3
0
→

1
5
:
4
0
持

経
宿

。
夕

食
1
7
:
3
0
、
就
寝

1
9
:
3
0
。

 

  
 
４４ ４４
月月 月月
０
８

０
８

０
８

０
８
日日 日日
(( ((
日日 日日
)) )) 

晴
後

曇
り

一
時
吹

雪
後

曇
り

時
々

晴
 

 

 
５

時
前

に
起
き

る
と

、
屋
外
ベ

ン
チ

上
に
約

１
㎝
積

雪
し

、
周

り
は
真

っ

白
に

な
っ

て
い

る
。

児
嶋

さ
ん

の
薪

の
補
充

に
よ

り
、

宿
内
温
度

は
１

６
℃

あ
り

寒
く

な
か

っ
た

。
軒

下
玄
関

・
室
外
温
度

は
約

４
℃

。
 

 

お
に
ぎ

り
と
残

り
物

の
煮
物

・
味
噌
汁

、
フ

ラ
ン

ス
パ

ン
と
コ

ー
ヒ

ー
を

分
け

合
い

、
朝

食
を
済
ま
せ

て
身
支
度

を
整

え
る

。
 

朝
方

に
は
星

空
が
見

え
、
朝
焼

け
の

日
の
出

も
見

ら
れ

、
風

が
強

い
が
天

候
が

回
復

し
そ

う
で

あ
る

。
 

 
持

経
宿

を
６

時
前

に
出

発
。
風

が
強

く
、

奥
駈

道
は

う
っ

す
ら
積

雪
し

て

い
る

の
で
滑

ら
な

い
様

に
歩

を
進

め
る

。
歩
き
出

し
の
阿
須
迦
利
岳

の
急
登

は
こ

た
え

る
。
阿
須
迦
利
岳

山
頂

(
1
,
2
5
1
m
)
に
到

着
す

る
が

、
雪

で
座

る
こ

と
も
出
来
ず

、
立

ち
止
ま

る
と

寒
い

の
で
直

ぐ
に
歩
き
出

す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

持
経

宿
出

発
！

 
 

 
 

朝
陽

の
奥

駈
道

を
登

る
 

 
 

阿
須

迦
利

岳
山

頂
 

 

急
な

下
り

は
、
一
層
滑

ら
な

い
様

に
岩
や
木

の
根

に
気

を
使

い
な

が
ら
慎

重
に

下
っ

て
行

く
。

急
な
ピ

ー
ク

を
登

り
終

え
、

下
り

の
鎖

を
点

検
し

な
が

ら
下

り
、
狭

い
露
岩

の
尾
根

を
辿

る
と

急
斜

面
の
登

り
の
鎖
場

で
あ

る
。

 

鎖
の
支

点
は
桧

生
木

で
、
成

長
で
鎖

が
喰

い
込
み
解
消

し
た
支

点
で

あ
り

、

問
題

な
く

確
り

し
て

い
る

。
こ

の
辺

り
は

、
以

前
は
篠

竹
が
茂

り
足
元

が
見

づ
ら

い
危
険
箇
所

で
在

っ
た

が
、
篠

竹
が
枯

れ
て
足
場

か
見
や

す
く

な
り

、

通
り
易

く
な

っ
て

い
る

。
又

、
こ

の
辺

り
の
地
形
図

で
は

、
尾
根

に
鎖
場

が

あ
る

と
は
読

め
な

い
箇
所

で
あ

る
。
積

雪
も
少

し
増

え
、

靴
底

に
付

着
し

て

歩
き

に
く

い
。

児
嶋

さ
ん

は
、

要
所

要
所

に
ピ

ン
ク

テ
ー
プ

の
目
印

を
付

け

な
が

ら
歩

い
て

下
さ

る
。

 

７
時

に
奥
八
人

山
の
分
岐

・
靡

２
３

・
証
誠

無
漏
岳

(
1
,
3
0
1
m
)
に
到

着
。

こ
こ

は
、
乾
光

門
(
け

ん
こ

う
も

ん
)
と

も
言
わ

れ
て

い
る

。
 

一
層
風

が
強

く
感
じ

、
気
温

は
低

く
な

い
が
体
感
温
度

は
非

常
に

寒
い

。

北
の
釈
迦
ヶ
岳

の
方
角

は
、
薄
黒

い
曇
天
模
様

で
あ

り
、

雪
時

雨
の
様

な
気

象
状
況

で
あ

り
、
西

の
方
角

に
晴

れ
間

が
見

え
な

く
な

る
。

 



 3 

 
 

 
 

 
桧

生
木

支
点

の
鎖

場
 

 
 

真
っ

白
に

積
雪

の
尾

根
 

 
靡

2
3
・

証
誠

無
漏

岳
 

 

証
誠

無
漏
岳

を
過
ぎ

て
程

な
く

、
奥

駈
道

を
塞

ぐ
雑
木
倒
木

が
在

り
、
素

手
で
チ
ェ

ン
ソ

ー
を
使

い
切
除

し
た

が
、
軍

手
を
嵌

め
た

が
手

が
冷

た
く

て

ポ
ケ

ッ
ト

に
手

を
入

れ
て

、
体
温

で
温

め
な

が
ら

し
ば

ら
く
歩

く
。

 

涅
槃
岳

手
前

の
ヒ
メ

シ
ャ

ラ
尾
根

を
辿

る
と
程

な
く

、
靡

２
４

・
涅
槃
岳

(
1
,
3
7
6
.
2
m
)
の

山
頂

で
あ

る
。

 

 
 

 
 

 
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
倒

木
切

除
 

 
ヒ

メ
シ

ャ
ラ

尾
根

 
 

 
 

靡
2
4
・

涅
槃

岳
 

  
涅
槃
岳

か
ら

５
分
程

下
る

と
倒
木

が
在

り
切
除

す
る

。
涅
槃
岳

の
広

く
急

な
尾
根

を
下

る
が

、
積

雪
で
何
処

も
が

道
の
様

に
な

り
、
少

し
凹

ん
だ
所

を

右
寄

り
に

下
り

、
左

の
崩
壊
斜

面
横

を
通

り
平
坦

な
尾
根

に
出

る
と
剣
光

門

(
ヒ

ク
タ
ワ

；
1
,
1
9
5
m
)
に
到

着
。

こ
の
辺

り
は
バ

イ
ケ

イ
ソ
ウ

の
群
落
地

で

あ
る

が
、
例

年
よ

り
早

く
芽

が
出

て
い

る
が

、
思
わ
ぬ

雪
に
耐

え
て

い
る
様

に
思

う
。

1
,
3
1
7
m
の
ピ

ー
ク

を
越

え
、

し
ば

ら
く

し
て
滝

川
辻

に
到

着
。
傾

い
た
石
柱

道
標

に
石

を
か
ま

し
て
ハ

ン
マ

ー
で
叩
き
固

定
し
修

正
す

る
。

 

 
 

 

涅
槃

岳
後

の
倒

木
切

除
 

 
剣

光
門

(
ヒ

ク
タ

ワ
)
 

 
 

滝
川

辻
道

標
傾

き
修

正
 

 や
が

て
靡

２
５
・
般
若
岳

(
1
,
3
2
8
m
)
を
越

え
、
な

だ
ら

か
な
尾
根

を
辿

る

と
、
狭

い
尾
根

上
に
倒
木

が
あ

り
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
切
除

す
る

と
、
直

ぐ
に
倒

木
が
在

る
。
更

に
枯

れ
た
や
や

大
き

い
倒
木

を
手

で
除

け
、

そ
の
重
み

で
折

れ
た
小
潅
木

を
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
切
除
仕
掛

け
る

と
、
ど

う
し

た
訳

か
チ
ェ

ン

刃
が
外

れ
、

手
鋸

で
処
理

す
る

。
 

 
 

 

 
 

 
 

狭
い

尾
根

の
倒

木
切

除
前

・
後

 
 

 
 

 
 

 
歩

行
支

障
の

倒
木

 



 4 

 
児

嶋
さ

ん
は

、
先

行
し
尾
根

下
の

道
ら

し
い
所

を
辿

っ
て

い
る

が
、
尾
根

上
が

奥
駈

道
な

の
で

、
尾
根

へ
登

る
様

に
声

を
か

け
る

。
 

靡
２

６
・
地
蔵
岳

(
子
守
岳

；
1
,
4
6
4
m
)
に

９
時

５
５
分

に
到

着
。
魔
法
瓶

の
味
噌
汁

と
手
作

り
の
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
フ

ラ
ン

ス
パ

ン
で
小
休

止
。

こ
の
間

に
、
チ
ェ

ン
ソ

ー
の
チ
ェ

ン
刃

を
嵌

め
込
み

、
燃
料
・
オ

イ
ル

を
補
充

す
る

。
 

 
休

ん
で

い
る
間

に
、
風

が
弱

い
が

視
界

が
急

に
悪

く
な

り
吹

雪
に

な
り

、

川
島

は
雨
具

上
着

を
着

用
す

る
。

 

 
地
蔵
岳

を
出

発
す

る
と
広

い
尾
根

に
針
葉
樹

の
生
倒
木

が
在

り
、
枝

を
切

除
し

、
倒
木

を
跨

い
で

通
れ

る
よ

う
に

す
る

。
天
狗

の
稽
古
場

に
着

く
と

視

界
は

一
層
悪

く
な

り
本
格

的
な
吹

雪
に

な
る

。
 

此
処

を
過
ぎ

て
嫁
越
峠

に
下

る
尾
根

道
は

、
ミ
ヤ
コ
ザ
サ

上
に
積

雪
し

て

い
て

、
膝

下
ズ
ホ

ン
と

靴
に

着
雪

し
、

時
々

手
で
払

い
除

け
る

。
繁
茂

し
た

ミ
ヤ
コ
ザ
サ

で
足
元

が
見
難

い
の

で
、
ゆ

っ
く

り
下

り
嫁
越
峠

(
1
,
3
4
5
m
)
に

１
０

時
４

０
分

に
到

着
。

こ
こ

で
川

島
は

、
雨
具
ズ
ボ

ン
を

着
用

す
る

。
 

 
 

 

 
靡

2
6
・

地
蔵

岳
(
子

守
岳

)
 

 
天

狗
の

稽
古

場
 

 
 

 
 

嫁
越

峠
道

標
 

  
奥
守
岳

へ
と
登

り
出

す
と

、
次

第
に
吹

雪
が

止
み

空
も
明

る
く

な
る

。
 

奥
守
岳

の
石
柱

道
標

は
、

児
嶋

さ
ん
少

し
手
直

し
し

て
下

さ
る

。
靡

２
７

・

奥
守
岳

(
1
,
4
8
5
m
)
に
到

着
す

る
と

、
辿

っ
て
き

た
以

南
の

奥
駈

道
が
望

め
る

様
に
天
候

が
回
復

す
る

。
此
処

で
、
お
湯

で
コ

ー
ン

ス
ー
プ

と
菓

子
パ

ン
の

軽
い
昼

食
に

す
る

。
 

 
 

 
 

 
奥

守
岳

石
柱

道
標

手
直

し
 

 
靡

2
7
・

奥
守

岳
 

 
 

 
奥

守
岳

以
南

の
駈

道
を

望
む

 

 

 
 
天
狗

山
手

前
の
左
崩
壊
斜

面
横

の
奥

駈
道

を
辿

り
天
狗

山
(
1
,
5
3
7
.
2
m
)
に

１
２

時
前

に
到

着
し

、
石
柱

道
標

の
傾
き

を
直

し
て
石

を
咬
ま

す
。

 

 
 
天
狗

山
か

ら
小

さ
な
ピ

ー
ク

を
二
つ
越

え
て

下
る

と
、
笹

刈
り

班
と

１
２

時
１

０
分
頃

に
合

流
す

る
。

こ
れ

か
ら
昼

食
と

の
事

、
一
緒

に
休

ん
で

い

る
と

児
嶋

さ
ん

持
参

の
お
湯

で
コ

ー
ヒ

ー
を
振
舞

っ
て

下
さ

る
。

 

 
 

 
 

 
天

狗
山

三
角

点
に

タ
ッ

チ
 

石
柱

道
標

の
傾

き
修

正
 

 
笹

刈
り

班
と

合
流

・
昼

食
 

 

目
の

前
の
ピ

ー
ク
斜

面
に

も
ミ
ヤ
コ
ザ
サ

が
、
少

し
繁
茂

し
て

い
た

と
伝

え
る

。
昼

食
後

に
荷

を
置

い
て
ヘ

ッ
ジ

ト
リ

マ
ー

で
刈

っ
て
来

る
と
天
狗

山

へ
と

笹
刈
作
業

へ
。
我

々
２

名
は

、
太
古
ノ

辻
で
待
機

す
る

事
に

し
て
先

行
。
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笹
刈

り
の
終

え
た

奥
駈

道
は

、
本

当
に
歩
き
易

く
な

っ
て

い
る

。
 

石
楠
花
岳

の
捲
き

道
に
根

が
膝
高

さ
に
在

り
、

児
嶋

さ
ん

が
手
鋸

で
切
除

し
て

下
さ

る
。

 

靡
３

２
・
蘇
莫
岳
仙
人
舞
台
石

で
小
休

止
。

川
島

は
、
蘇
莫
岳

(
1
,
5
2
1
m
)

山
頂

に
あ

る
「

大
峯

前
鬼
坊

大
天
狗
」

と
彫

ら
れ
三
角
石

を
拝
み

に
行

く
。

 

 
 

 

笹
刈

り
終

え
た

奥
駈

道
 

 
膝

高
さ

の
根

を
手

鋸
で

切
除
 

靡
3
2
・

仙
人

舞
台

石
 

 

太
古
ノ

辻
に

１
３

時
４

０
分

に
到

着
し

、
合

羽
ズ
ホ

ン
を

着
脱

し
笹

刈
り

班
を
待
機

す
る

。
笹

刈
り

班
が

１
４

時
１

５
分
頃

か
ら
戻

っ
て
来

て
、
本

日

参
加

者
の
記
念
撮
影

を
し

て
、

１
４

時
半

に
前

鬼
小
仲
坊

へ
と

下
山

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
太

古
ノ

辻
に

先
着

 
 

 
笹

刈
り

班
・

太
古

ノ
辻

に
戻

る
 

 
本

日
の

参
加

者
 

二
つ
岩

手
前

の
ブ

ナ
腐
木

は
、
根
元

上
部

を
高
捲

く
必

要
が

あ
り

、
跨

い

で
通

れ
る

よ
う

に
チ
ェ

ン
ソ

ー
で

ス
テ

ッ
プ
足
場

に
な

る
よ

う
に
切
除

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
大

ブ
ナ

腐
木

を
跨

い
で

通
れ

る
様

に
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
足

場
ス

テ
ッ

プ
作

り
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
二

つ
岩

で
小

休
止

 
 

 
満

開
ツ

ツ
ジ

下
を

通
る

 
 

小
仲

坊
行

者
堂

で
勤

行
 

 

二
つ
岩

(
両
童

子
岩

)
で
小
休

止
後

、
前

鬼
山

・
小
仲
坊

に
１

６
時

半
前

に

到
着

し
、

行
者
堂

前
で

無
事

下
山

の
勤

行
を

す
る

。
 

小
仲
坊

・
五

鬼
助

さ
ん

の
ご
好

意
に

よ
り
コ

ー
ヒ

ー
接
待

を
し

て
頂
き

、

又
、
小
仲
坊

迄
車

の
乗

り
入

れ
の
便
宜

を
し

て
頂
き
御
礼

を
申

し
上
げ
ま

す
。
 

最
後

に
、

児
嶋

さ
ん

の
熱

意
と

生
熊

さ
ん

の
車

回
送

協
力
並
び

に
悪
天
候

の
中

、
天
狗

山
迄

の
笹

刈
り
作
業

を
し

て
迎

え
に
登

っ
て

下
さ

っ
た
方

々
の
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お
陰

で
、
会

行
事

と
し

て
チ
ェ

ン
ソ

ー
持

参
し

て
の

持
経

宿
→
太
古
ノ

辻
間

の
点

検
巡

視
・
整
備
作
業

が
、
昨

年
実

施
さ

れ
て
お

ら
ず

、
本

年
実

施
す

る

こ
と

が
出
来

た
の

で
、
皆

さ
ん

の
御

協
力
有
難

う
ご
ざ

い
ま

す
。

 

尚
、
五

月
連
休

迄
の

大
峯

奥
駈

道
は

、
冬

型
気

圧
配

置
に

な
る

と
、

一
変

し
て
降

雪
に

な
る

事
を
再

認
識

し
て
頂
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

 大
日
岳

・
大

日
如
来
座
像

の
修
復

に
つ

い
て

は
、
小
仲
坊

・
五

鬼
助

さ
ん

は
「
降

ろ
せ
ば

大
谷
鋳
造
所

が
修
復

し
て

下
さ

る
そ

う
で

あ
る

が
大

事
で

あ

り
、
水
平

な
コ

ン
ク
リ

ー
ト
等

の
台
座

を
造

り
、
台
座

と
坐
像

の
固

定
は

、

新
規
ピ

ン
で
固

定
し

、
現
状

の
損
傷

し
た
状
態

で
安

置
す

る
」

と
の

意
向

で

あ
り

、
出
来

れ
ば
今
夏

迄
に
台
座
作
製

の
為

、
砂

・
砂
利

・
セ
メ

ン
ト

の
荷

上
げ

(
歩
荷

)
の
ご

協
力

を
お
願

い
す

る
事

に
な

り
ま

す
の

で
、

そ
の

際
は
是

非
皆

さ
ん
ご
支
援

の
程
お
願

い
致

し
ま

す
。

 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

起
床

5
:
0
0
→

持
経

宿
5
:
5
5
→
6
:
2
5
須
迦
利
岳
→
6
:
4
5
鎖
場
→
7
:
0
0
証
誠

無
漏

岳
→
7
:
4
0
涅
槃
岳
→
8
:
0
5
剣
光

門
(
ヒ

ク
タ
ワ

)
8
:
1
0
→
8
:
4
5
滝

川
辻
8
:
5
0
→

9
:
5
5
地
蔵
岳

(
子
守
岳

)
1
0
:
0
5
→

1
0
:
2
5
天
狗

の
稽
古
場
→

1
0
:
4
0
嫁
越
峠

1
0
:
4
5
→

1
1
:
1
5
奥
守
岳

1
1
;
2
5
→

1
1
:
5
0
天
狗

山
1
1
:
5
5
→

1
2
:
1
0
合

流
(
昼

食
)
 

1
2
:
3
5
→

1
3
:
1
5
仙
人
舞
台
石
→

1
3
:
2
2
蘇
莫
岳
→
仙
人
舞
台
石

1
3
:
3
0
→

1
3
:
4
0
太
古
ノ

辻
1
4
:
2
5
→

1
4
:
5
0
倒
木
処
理

1
5
:
1
0
→

1
5
:
2
5
二
つ
岩

1
5
:
3
0
→

1
6
:
2
5
小
仲
坊

1
6
:
5
0
→

前
鬼

林
道
ゲ

ー
ト
解
散

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

；
川

島
、
写
真

；
川

島
・

梶
野
) 

       

天
狗
山
迄

天
狗
山
迄

天
狗
山
迄

天
狗
山
迄
のの のの
笹
刈

笹
刈

笹
刈

笹
刈
りり りり
班班 班班
    
    

・・ ・・
沖

﨑
、

濱
野

、
生

熊
千

、
竹

中
、

山
口

、
梶

野
、

辻
、

大
門

。
８

名
。
 

    
 

新
宮

を
６

時
１

５
分

に
沖

﨑
車

に
生

熊
・

濱
野

が
乗

り
合
わ
せ
出

発
。

 
今
朝

は
寒

気
団

が
南

下
し

て
い

る
せ

い
か

よ
く
冷

え
込
み

、
国

道
３

１
１

号
線

の
九
重

を
過
ぎ

た
所

で
道

路
標
識

に
は

４
度

の
表
示

。
生

熊
さ

ん
に

よ

る
と
那
智
勝
浦

・
新

宮
間

の
自
動

車
道

路
も

５
度

で
あ

っ
た

と
の

こ
と

。
 

下
北

山
村

の
池
原
公
園

の
桜
祭

り
は

、
今

日
で

あ
る

が
主
役

の
ソ
メ

イ
ヨ

シ
ノ

は
葉
桜

で
、
ボ

タ
ン
桜

が
咲
き
誇

っ
て

い
る

。
が
数

は
い

か
ん

と
も

し

が
た

く
少

な
い

。
自
然

は
人
間

の
思

い
通

り
に

は
動

か
な

い
。

し
か

し
こ

う

い
う

こ
と

も
あ

り
な

の
だ

ろ
う

。
 

国
道

１
６

９
号

か
ら
分

か
れ

て
前

鬼
林

道
へ

、
先

行
す

る
白

い
軽
自
動

車

は
竹

中
さ

ん
で

、
道

路
を
塞

ぐ
大
き

な
落
石

が
あ

り
沖

﨑
、

竹
中

、
濱

野
の

三
人

で
道

路
の
横

に
移
動

さ
せ

る
。
ゲ

ー
ト

前
に

は
山

口
、

辻
、

大
門

、
梶

野
さ

ん
と

合
流

し
、
山

口
、
竹

中
さ

ん
は

、
ゲ

ー
ト

前
駐

車
場

に
車

を
置

い

て
ほ

か
の

車
乗

り
合
わ
せ

前
鬼
向

か
う

。
途

中
道

路
の

上
の
崖

に
ミ

ツ
バ

ツ

ツ
ジ

と
並

ん
で
咲

い
て

い
る
黄
緑

の
ヒ
カ
ゲ
ノ

さ
つ
き
花

を
見
つ

け
、
今

日

来
た
成
果

が
あ

っ
た

と
喜
ぶ

。
 

前
鬼

に
は
ミ

ツ
マ

タ
の
花

が
咲
き
誇

っ
て

車
窓

か
ら
見

る
と
花

の
絨
毯

を

敷
い

た
よ

う
で

あ
る

。
車

を
駐

車
場

に
置

い
て

沖
﨑

さ
ん

は
お

供
え

を
持

っ

て
五

鬼
助

さ
ん
宅

に
向

か
う

と
、

宿
坊

の
石
垣

の
下

の
通

路
か

ら
、
五

鬼
助

さ
ん

が
見

え
ら

れ
て

、
こ

こ
も
今
朝

は
雪
化
粧

し
て

い
た

が
、

日
が
差

し
て

消
え

て
し
ま

っ
た

と
の

こ
と

。
五

鬼
助

さ
ん
ご

夫
妻

は
、

ス
ペ

イ
ン

の
サ

ン

デ
ィ
エ
ゴ

の
巡
礼

道
を
歩
き

に
行

か
れ

、
し
ば

ら
く
留
守

を
し

て
い

た
と

報

告
を
受

け
る

。
 

沖
﨑

さ
ん

か
ら
今

日
の

行
動

予
定

は
、
天
狗

山
（

１
５

３
７
ｍ
）
ま

で
行

き
、
携
帯
電
動
バ
リ
カ

ン
(ヘ

ッ
ジ

ト
リ

マ
ー

)で
奥

駈
道

の
笹

を
刈

り
取

り
、

持
経

宿
か

ら
点

検
巡

視
の

川
島

・
児

嶋
組

と
合

流
し

て
、
午

後
４

時
に

は
前

鬼
に
戻

る
。

と
の
指
示

を
受

け
る

。
そ

れ
ぞ

れ
電
動
バ
リ
カ

ン
と
バ

ッ
テ
リ

ー
、
剪

定
バ
サ
ミ

、
鎌

を
持

っ
て
出

発
。
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前

鬼
小

仲
坊

に
集

結
 

 
 

御
当

主
夫

妻
・

見
送

り
 

 
小

仲
坊

出
発

！
 

 登
り
始

め
る

と
雪

が
チ

ラ
チ

ラ
舞

う
。
上

に
行

く
に

し
た

が
っ

て
雪

は
激

し
く

な
っ

て
く

る
。
大

門
さ

ん
は

行
者
地

下
足
袋

と
い

う
出

で
立

ち
。
辻

さ

ん
は
ゴ
ミ

を
拾

い
な

が
ら

行
く

の
で
遅

く
な

っ
て

も
心

配
し

な
い

で
欲

し

い
と
言
わ

れ
る

。
途

中
に

は
３

月
に
吹

い
た

強
風

の
影
響

か
大
き

な
木

が
折

れ
た

り
、
根
元

か
ら
倒

れ
た

り
し

て
い

る
。

 

    
    

    

出
発

後
約

3
0
分

の
道

標
 

 
通

行
支

障
の

枝
切

除
 

 
 

二
つ

岩
へ

の
登

り
 

二
ツ
岩
ま

で
は
順
調

に
進
む

。
今
ま

で
知

ら
な

か
っ

た
が

、
こ

こ
に
役

行

者
の
腰
掛
岩

が
あ

り
腰

を
掛

け
て
み

た
。
な

る
ほ
ど
腰

を
掛

け
る

に
は
調
度

い
い
高

さ
で

あ
る

。
行

者
さ

ん
の

中
に

は
、
此
処

に
座

ら
な

い
と

の
こ

と
。
 

    
    

    

う
っ

す
ら

積
雪

し
た

「
二

つ
岩

」
で

小
休

止
 

 
 

積
雪

の
木

製
階

段
登

る
    
    

 ブ
ナ

の
腐
倒
木

を
過
ぎ

て
、
崩
落

が
あ

り
木
段

が
壊

れ
て

い
る
所

で
壊

れ

た
状
況

を
写
真

に
撮

っ
て

い
る

と
皆

さ
ん

と
遅

れ
て

し
ま

い
、

道
を
間
違

え

谷
に
入

り
込

ん
で

し
ま

い
、
私

の
後

ろ
を
歩

い
て

い
た

生
熊

さ
ん

も
巻
き
込

ん
で

し
ま

う
。

谷
を
渡

っ
て

前
鬼

道
に
戻

ろ
う

と
す

る
が

、
ト

ラ
バ

ー
ス

す

る
に

は
不
安

定
で
滑
落

の
危
険

も
あ

る
。
心

配
し

た
沖

﨑
さ

ん
が
待
機

し
て

く
れ

て
お

り
、
居
場
所

を
教

え
て

く
れ

る
。
無
理

を
せ
ず

谷
を

上
り
詰

め
て

、

安
全

な
場
所

を
見
つ

け
前

鬼
道

に
戻

る
こ

と
に
決

め
た

。
生

熊
さ

ん
に

は
危

険
な
思

い
を

さ
せ

、
先

行
の
皆

さ
ん

に
は

い
ら
ぬ
心

配
を

か
け

て
し
ま

っ
た

。

足
元
ば

か
り
み

て
目

線
を

上
げ
周

り
を
見

る
余
裕

を
失

く
し

、
道

を
間
違

え

て
谷

に
迷

い
込
み

、
無
駄

な
時
間

を
費
や

し
て
皆

さ
ん

に
迷
惑

を
か

け
て

し

ま
っ

た
。

 
強
風

と
雪

を
避

け
太
古

の
辻

の
手

前
で
休
憩

。
山

口
さ

ん
に

よ
れ
ば

２
時

間
ち
ょ

っ
と

で
こ

こ
ま

で
上

っ
て
き

た
と

の
こ

と
。

大
日
岳

は
雪
化
粧

し
樹

氷
も
見

ら
れ

る
。
我

々
よ

り
先

行
し

て
い

た
若

い
二
人
組

は
、
吹

雪
か

れ
て
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深
仙

宿
よ

り
引
き
返

し
て
き

た
と

の
こ

と
。

沖
﨑

さ
ん

に
よ

る
と

千
手
岳

に

登
る

予
定

だ
っ

た
ら

し
い

、
 

 
 

 

 
太

古
ノ

辻
手

前
を

登
る

 
 

 
太

古
ノ

辻
 

 
 

 
 

奥
駈

道
の

笹
刈

り
(
昼

前
)
 

 

沖
﨑

さ
ん

は
、
太
古

の
辻

か
ら

持
経
組

と
合

流
で
き

る
所
ま

で
行

く
と

の

事
で
出

発
。
尾
根

を
吹
き
抜

け
る
風

は
冷

た
く
む

し
ろ
痛

い
、
吹

雪
い

て
止

み
そ

う
に

も
な

い
。
仙
人
舞
台
石

を
過
ぎ

て
、
石
楠
花
岳

の
山
裾

下
を
捲
き

、

風
を
遮

る
小
高

い
丘

に
な

っ
た
場
所

で
昼

食
。

す
る

と
川

島
・

児
嶋
組

が
や

っ
て
来

る
。

食
後
カ
フ
ェ

児
嶋

が
開
店
お
菓

子
や
パ

ン
の
差

し
入

れ
が

あ
っ

て
く
つ

ろ
ぐ

。
 

川
島

・
児

嶋
組

は
太
古
ノ

辻
を
目
指

し
出

発
。
私
達

は
天
狗

山
迄

の
茂

っ

た
笹

を
刈

る
た

め
に

、
梶

野
・

竹
中

さ
ん

は
電
動
バ
リ
カ

ン
、

後
の
人

は
各

自
持

参
の
剪

定
バ
サ
ミ
や
鎌

、
バ
リ
カ

ン
バ

ッ
テ
リ

ー
を

持
っ

て
後

に
続

く
。 

電
動
バ
リ
カ

ン
で

刈
り

取
っ

た
笹

は
、

山
口

さ
ん

が
熊

手
と
鎌

で
上

手
く

す
く

い
上
げ
処
理

し
て

行
く

。
 

程
な

く
、
本

日
の
目

的
地

・
天
狗

山
山
頂
（

１
５

３
７
ｍ
）

に
到

着
。

こ

こ
は

南
奥

道
最
高
峰

の
１

５
３

７
．

２
ｍ

、
三
等
三
角

点
で

あ
る

。
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
天

狗
山

山
頂

手
前

の
奥

駈
道

の
笹

刈
り

作
業

状
況
 

  
 

 
 

 
 

天
狗

山
に

到
着

！
 

 
 

釈
迦

ヶ
岳

を
望

む
 

 
 

笹
刈

り
後

の
奥

駈
道

 

  
雪

も
止

ん
で

日
も
差

し
て
少

し
暖

か
く

な
っ

て
く

る
。

大
門

さ
ん

の
行

者

地
下
足
袋

は
濡

れ
て
冷

た
く

、
大
変

だ
ろ

う
と

想
像

し
な

が
ら
続

く
が

、
弱

音
を
吐

け
な

い
と

こ
ろ

が
行

者
の
心

意
気

な
の

だ
ろ

う
。

大
丈

夫
ら

し
く
皆

さ
ん

と
一
緒

に
太
古

の
辻
ま

で
引
き
返

す
。

全
員

合
流

し
、
記
念
写
真

を
撮
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り
前

鬼
に

下
る

。
 

私
は
何
処

で
道

を
間
違

え
た

か
場
所

を
確

認
す

る
た

め
、
注

意
し

て
下

る
。

木
段

過
ぎ

て
鎖
場

で
左

に
折

れ
な

い
と

い
け

な
い
所

を
直
進

し
て

し
ま

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

 
ブ

ナ
の

大
倒
木

が
道

を
塞
ぎ
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
処
理

す
る

が
、
如
何

と
も
樹

が
大
き

す
ぎ

て
随
分

と
手
間

取
る

。
段
差
足
場

を
付

け
何

と
か
越

え
て

通
れ

る
よ

う
に

な
り

、
生

熊
さ

ん
渡

り
初

め
を

し
て
完
成

。
 

二
ツ
岩

で
休
憩

し
て

前
鬼

に
下

る
。
木
段

に
は

雪
が
残

っ
て

、
濡

れ
て
滑

り
そ

う
な

の
で
慎
重

に
下

る
。
 

前
鬼

に
降

り
る

と
五

鬼
助

さ
ん

の
奥

さ
ん

が
コ

ー
ヒ

ー
を

用
意

し
て

く
だ

さ
り

、
導
師

は
大

門
・

生
熊

・
沖

﨑
さ

ん
３

名
で
勤

行
の

後
、
差

し
入

れ
の

お
菓

子
な
ど

も
出

て
く
つ

ろ
い

だ
。

 
 

予
定

よ
り

は
時
間

が
か

か
っ

た
が

取
り

あ
え
ず

持
経

宿
～

前
鬼
間

の
点

検
・
整
備

の
踏
査

は
終

了
。
吹

雪
に
見
舞
わ

れ
大
変

で
あ

っ
た

が
無

事
に

行

事
が
終

え
ら

れ
た

こ
と

は
、

大
き

な
成
果

で
あ

っ
た

。
 

最
後

に
、

川
島
代
表

よ
り
来
週

の
行
仙

宿
～

持
経

宿
の
踏
査

も
池

郷
林

道

が
通

れ
な

い
の

で
、
途

中
か

ら
池
峰

へ
の
ル

ー
ト

で
実

施
す

る
の

で
協

力
要

請
の

提
案

が
あ

り
了

承
し
終

了
し

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

前
鬼

林
道
ゲ

ー
ト
7
:
5
0
→
8
:
0
0
前

鬼
・
小
仲
坊
8
:
1
5
→
8
:
5
0
石
柱

道
標

・
小

休
止
→
9
:
3
0
二
つ
岩
9
:
4
0
→

1
0
:
5
0
太
古
ノ

辻
1
1
:
1
0
→

1
1
:
2
5
仙
人
舞
台
石

→
1
2
:
1
0
昼

食
1
2
:
3
0
→

1
3
:
0
5
天
狗

山
1
3
:
1
3
→

1
4
:
1
0
仙
人
舞
台
石
→

1
4
:
1
5

太
古
ノ

辻
1
4
:
2
5
→

1
4
:
5
0
倒
木
処
理

1
5
:
1
0
→

1
5
:
2
5
二
つ
岩

1
5
:
3
0
→

1
6
:
2
5

小
仲
坊

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

；
濱

野
、
写
真

；
梶

野
) 

  


